
明治大学・新宮市連携講座

徐福講演会

「徐福と日本のイメージ」
―中国の伝統的周辺民族観の視点から―

日本に渡来したといわれる徐福の伝承は、日中韓各国にも広く知られている。
現代中国でも徐福は日本人イメージを語る際に、常に口に出される存在である。

講師：明治大学法学部准教授　　川野　明正　先生

1967年 東京都生まれ
1992年 東洋大学文学部　　卒業
2000年 東京都立大学大学院人文科学研究科中国文学専攻博士課程　満期退学
2000年 東京都立大学人文学部中国文学講座助手
2007年 東京理科大学理工学部教養科准教授
2008年 明治大学法学部准教授

専門分野 中国民俗学（民間信仰論）
中国文化研究（西南少数民族文化・漢族文化・東アジア比較文化論）

文学博士　

主要著書 『中国の〈憑きもの〉─華南地方の蠱毒と呪術的伝承』(単著、風響社、2005年)
『神像呪符〈甲馬子〉集成─中国雲南省漢族・白族民間信仰誌』
(単著、東方出版、2005年)など。

　

日　時 平成２５年２月１８日（月）　　午後２時３０分～
場　所 新宮商工会議所２階
共　催 明治大学地域連携推進センター

新宮市商工観光課
財団法人　新宮徐福協会

問合せ先 財団法人　新宮徐福協会
（事務局：新宮市商工観光課　0735-23-3333）

入場無料！　多数のご来場をお待ちしております。

この講演では、各地で語られる移民伝説の一つとして徐福伝説を取り上げ、「文
化の祖」としての中国人のイメージなど、中国人の日本イメージ形成の根幹に関
わる問題を論じます。


